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年会費の納入と会員勧誘についてのお願い 

本学会は会員の皆様の年会費を主な財源として運営しております。2023年度の会費（3,000円）を

まだ納めておられない方は，早急にお振込みくださいますようお願いいたします。 

また，会員の皆様におかれましては，周囲の方々に本学会への入会をお勧めください。 

右記のQRコード，学会ホームページから登録が可能です。よろしくお願いいたします。 
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ご 挨 拶 

 

第 70回近畿学校保健学会 

学会長 入駒 一美 

（東京医療保健大学） 

 

第 70回近畿学校保健学会を和歌山県立医科大学伏虎キャンパスにおいて，第 66回以降４年ぶりに

対面にて 7月 1日に開催させていただくにあたり，皆様に歓迎と感謝のご挨拶を申し上げます。 

さて，現代の社会は，ますます複雑化し，子どもたちが直面する健康上の課題も多様化しています。

私たちが直面する課題には，身体的な健康だけでなく，心理的な健康，栄養，性に関する問題，生活

習慣など，さまざまな側面が含まれています。 

また，特に現代の急速な変化や不確実性が支配的な社会やビジネスの状況を象徴的に表現するため

に使用されている VUCA という造語があります。VUCA は元々，冷戦終結によって従来の核兵器あ

りきの戦略から不透明な戦略へと変わった 1990 年代の状態を表す軍事造語でした。その後 2010 年

代に入り，変化が激しく不確実な社会情勢を指して，VUCA という言葉が転用されるようになったと

言われ，不確実性（Volatility），不安定性（Uncertainty），複雑性（Complexity），曖昧性（Ambiguity）

の 4 つの要素から成る言葉だということです。その VUCA の時代において，教育は重要な役割を果

たすと考え，これらの課題に対応するためには，学術的な研究と現場の知識の共有が欠かせません。 

このようなことから，学校保健に関わる教育環境の変化を踏まえ，第 70 回大会においては学会テ

ーマを「健康基盤を育成する学校環境の整備」といたしました。 

そして，複雑な問題を解決するためにチームワークとコラボレーションの能力が求められます。教

育は，協働学習やグループプロジェクトを通じて，子どもたちが効果的なコミュニケーションやチー

ムワークができるように育んでいくことが求められていると考えます。 

今般，12年ぶりに令和 4年 12 月に「生徒指導提要」が改訂されました。「生徒指導提要」は，学校

における生徒指導の基本方針や具体的な内容をまとめたものです。VUCA の時代においては，生徒の

心身の健康や個性の尊重，生涯学習の推進など，より総合的な視点での指導が求められることから，

教育講演では，「生徒指導提要」の初版から関わり，今回の改訂においては協力者会議の副座長を務め

られた，関西外国語大学外国語学部教授の新井 肇先生から「チーム学校による成長・発達を『支え

る生徒指導』の進め方～『生徒指導提要』の改訂を踏まえて」と題しましてお話しいただきます。 

 シンポジウムでは，本学術集会のテーマに迫るために，様々な立場から教育現場等で実践している

方々にご提言いただき，フロアの皆様を交えて議論していきます。 

 久しぶりの対面開催となりましたことから，いろいろと不慣れなこともあり，行き届かない点もあ

るかと存じますが，どうぞよろしくお願い申し上げます。  

最後になりましたが，本学会を開催するにあたりご支援・ご後援いただきました和歌山県医師会，

和歌山市医師会，和歌山県歯科医師会，和歌山市歯科医師会，和歌山県薬剤師会，和歌山市薬剤師会，

和歌山県教育委員会，和歌山市教育委員会，和歌山県養護教諭研究会の皆様，そして本学会の運営に

ご尽力いただきました諸団体のスタッフの皆様方に厚く御礼申し上げます。 
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第 70回近畿学校保健学会開催要項 

 

【テ ー マ】 「健康基盤を育成する学校環境の整備」 

【日  時】  2023年 7月 1 日（土）10:00～17:10  

【会  場】  和歌山県立医科大学 伏虎キャンパス 

〒640-8156 和歌山市七番丁 25番 1  

URL：https://www.wakayama-med.ac.jp/access/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

時 刻 事 項 場 所 

9:30～ 受付開始 3 階ホール 

10:00～11:50 一般演題発表 

A 会場【講義室 301】10:00～11:50（北棟 3 階） 

B 会場【講義室 302】10:00～11:50（北棟 3 階） 

 

北棟 3 階 

 

12:00～13:00 昼休憩  

13:00～13:50 総会・評議員会 北棟 3 階 

【講義室 301】 
14:00～15:30 教育講演 

「チーム学校による成長・発達を『支える生徒指導』

の進め方 〜『生徒指導提要』の改訂を踏まえて」 

講師：新井 肇（関西外国語大学 外国語学部 教授）  

座長：内海 みよ子（東京医療保健大学和歌山看護学部 教授） 

15:30～15:40 休 憩  

15:40～17:00 シンポジウム 

「健康基盤を育成するチーム学校の推進について」 

座長：入駒 一美（東京医療保健大学 和歌山看護学部 教授） 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ： 木下 智弘 (和歌山県医師会学校保健担当理事・ 

           和歌山県学校医会会長) 

  内川 さやか（和歌山県立南部高等学校 校長) 

  棟保 勇介 (和歌山県教育庁学校教育局 

           教育支援課学校安全班 指導主事) 

  森田 わか(和歌山県養護教諭研究会 元事務局長)  

北棟 3 階 

【講義室 301】 

17:00～17:10 表彰式・閉会式 
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一般演題発表プログラム 

 

A会場 

＜教育，学校保健史＞ 10：00～10：36 座長 宮井信行（和歌山県立医科大学） 

A-1 知的障害のある生徒の恋愛に関する学習の検討―高等部生徒への恋愛に関する聞き取り調査より― 

◯鶴岡尚子 

東京医療保健大学和歌山看護学部 

 

A-2 学校保健史における「養護」概念の成立 

◯高橋裕子 

天理大学体育学部 

 

A-3 高等学校教員の語りから探る e スポーツの教育現場への導入可能性 

◯星澤玲於奈 1)，浅沼徹 2)，八木利津子 3) 

1) 京都教育大学大学院連合教職実践研究科，2) 京都教育大学体育学科，3) 桃山学院教育大学 

 

＜発達・養育＞ 10：36～11：12 座長 大川尚子（京都女子大学） 

A-4 中・高校生と大学生の愛着と養育者からの躾への捉え方 

◯竹端佑介，後和美朝 

摂南大学現代社会学部 

 

A-5 高校生の子育てに悩む父親に対する養護教諭と協働したペアレント・トレーニング実施の経験 

◯古川恵美 

兵庫県立大学 

 

A-6 幼児における社会情動的スキルの検討 

◯玉井久実代 1)，竹端佑介 2)，涌井忠昭 3) 

1) 大阪国際大学短期大学部，2) 摂南大学，3) 関西大学 

 

＜大学生の保健＞ 11：12～11：48 座長 大平雅子（滋賀大学） 

A-7 就労定着支援施設体験における大学生のキャリア形成に関する事例検証 

◯八木利津子 

桃山学院教育大学 

 

A-8 保健体育科教員をめざす学生におけるメンタルヘルスとその関連要因 

◯浅沼徹 

京都教育大学 

 

A-9 大学生におけるHighly Sensitive Person と精神的健康 

◯嶺哲也，竹端佑介 

摂南大学学生相談室 
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B会場 

＜中学生の保健＞ 10：00～10：36 座長 寺田和史（天理大学） 

B -1 中学生における自己の体型認識とやせ願望およびメディア情報の利用との関連 

◯寒川友起子 1)，中尾朱里 2)，中山知佳 2)，藤田あみ 3)，森谷澄花 4)，宮井信行 1)， 

内海みよ子 5)，有田幹雄 6)  

1) 和歌山県立医科大学保健看護学部，2) 和歌山県立医科大学附属病院，3) 紀美野町総合福

祉センター，4) 海南医療センター，5) 東京医療保健大学，6) 角谷リハビリテーション病院 

 

B -2 他者との関わりの中で、人間的成長を促す授業づくり －Emotional Intelligenceの育みを目指して－ 

◯柳かおる 

海南市立東海南中学校 

 

B -3 中学生の睡眠習慣の実態とストレス反応に関わる要因 －ヘルスプロモーションの視点から－ 

◯長谷川亜紀 

神戸大学附属中等教育学校 

 

＜アフターコロナ＞ 10：36～11：00 座長 高野知行（びわこ学園医療福祉センター野洲） 

B -4 生活アンケート集計結果データから見えてくる生徒の心身の状況とアフターコロナの教育のあり方 

◯東尾真紀子 

関西大学人間健康学部 

 

B -5 大学新入生のライフスキルと大学適応感について－コロナウイルス感染症2019感染拡大前後の比較－ 

◯高山昌子 1)，竹端佑介 2)，後和美朝 2) 

1) 大阪国際大学，2) 摂南大学 

 

 

＜養護実践＞ 11：12～11：48 座長 竹端佑介（摂南大学） 

B-7 養護教諭が職務推進上抱える困難感についての分析 

―「校種」「学校規模」「養護教諭経験年数」に着目して― 

◯宮慶美恵子 

湊川短期大学 

 

B-8 保健室経営計画の継続した取り組みと教職員との協働 

◯山本匡代 

和歌山県橋本市立応其小学校 

 

B-9 社会的養護に関する養護教諭の意識調査 

◯大川尚子 1)，鈴木依子 1)，古川惠美 2)，長谷川法子 3) 

1) 京都女子大学，2) 兵庫県立大学，3) 京都府総合教育センター  
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参加受付等のご案内 

 

◆受付時間・場所 

2023年 7月 1日（土）9：30～ 

和歌山県立医科大学 伏虎キャンパス 3階ホール（入口は南棟です） 

 

◆受付等について 

① 学会正会員 

・参加費 1,000円をお支払いの上，名札と講演集をお受け取りください。 

・2023 年度年会費未納の方は，年会費 3,000 円を学会本部事務局にお納めください。年会費の

納入がない場合，参加費が当日会員と同じく 2,000円となりますのでご注意ください。 

② 当日会員 

参加費 2,000円をお支払いの上，名札と講演集をお受け取りください。 

③ 当日学生会員（参加費：大学院生 1,000円，学部学生 500円） 

大学院生，学部学生は学生証を提示ください。提示のない場合，当日会員扱いになります。 

④ 新規入会希望者 

受付で入会申込用紙を受け取り，必要事項をご記入の上，年会費 3,000円を学会本部事務局に

お納めください。 

⑤ 昼食 

お弁当の準備はありません。また，大学構内での飲食は禁止されていますので，近隣の店舗等

をご利用ください。 

⑥ 懇親会 

開催しません。 

 ※ 名札には氏名・所属をご自身でご記入の上，会場では必ずご着用ください。 

 

◆一般演題発表者の方へ 

① 前演者の講演が始まると同時に，各会場前方の次演者席にご着席ください。 

② 発表は，1演題につき，発表 8分，討論 4分です。時間を厳守してください。 

③ 学会当日は，発表用のプロジェクター，コンピュータ（PC）を準備いたします。 

④ 発表用 PC は，Windows 10 で，アプリケーションは Microsoft PowerPoint 2019になります。

発表用ファイルは，2023年 6月 30日(金) 17時 までに学会事務局にメールでお送りください。 

⑤ PC を持ち込んで発表される場合，プロジェクターの接続コネクターは HDMI です。PC のモ

ニター出力端子の形状をご確認のうえ，必要に応じて変換コネクター（ケーブル）等をご用意く

ださい。 

⑥ 動画の使用は，原則としてお控えください（必要な場合は事務局で相談に応じますので，事前

にご連絡ください）。 

⑦ 資料を配布される場合は 50部程度ご用意ください。 

 

◆座長の先生方へ 

① 前座長の登壇後，前方の次座長席にご着席ください。 

② 受け持ち時間の進行は一任しますが，1題あたり 12分以内でご進行いただきますようお願いし

ます。 

③ 慣例により，後日「学会通信」用の座長のまとめを年次学会事務局までご提出いただきますよ

うお願いします。締切は 2023年 7月 21日(金)です。 
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◆当日の学会開催中の連絡先 

・ 第 70回近畿学校保健学会事務局 e-mail：kinki.sha.70th@gmail.com 

 

◆その他 

・ 学会開催時間内は，携帯電話などの通信機器類はマナーモードにするか電源をお切りください。 

・ 会場は敷地内を含めて禁煙です。ご協力をお願いします。 

・ 会場の周辺には，コンビニや飲食店がいくつかあります。 

・ 手荷物預かり（クローク）のサービスは行いません。 

 

◆会場までのアクセス 
 

 

 JR 和歌山駅から和歌山バス約 5分｢和歌山城前｣下車，徒歩約 2分 

 南海電鉄和歌山市駅から徒歩約 12分または和歌山バス約 3分｢公園前西｣下車，徒歩約 1分

（https://www.wakayama-med.ac.jp/access/index.html でご確認ください） 

 

※大学構内には駐車場はありません。近隣の市営駐車場やコインパーキングをご利用くだ

さい。 

（和歌山城ホールのサイトも参考にしてください https://wakayama-johall.com/access/） 
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2023年度近畿学校保健学会評議員会・総会 議題 

議 題： 1．2022年度事業報告 

2．2022年度決算報告及び会計監査報告 

3．2023年度予算案（事業計画） 

4．名誉会員の承認 

5．次期学会開催地及び会長 

6．その他 

                                            

2022年度 

第 3回近畿学校保健学会幹事会議事録 

日 時：2023年 1月 21日（土）13:00～14:30 

場 所：Zoom によるWeb 開催 

出席者：【幹事長】後和 

【常任幹事】大平，笠次，宮井 

【幹事】（滋賀）住吉，高野 

（京都）井上，長村，藤原 

（大阪）大川，白石，竹端，出水，吉岡 

（兵庫）五十嵐，鬼頭，北口，西岡 

（奈良）笠次，高田，辻井 

（和歌山）森岡，内海    （計 23名） 

委任状：（計 2名） オブザーバー：武内 

議 事： 

1．第 70回近畿学校保健学会の開催について 

武内事務局長より，第 70回近年学校保健学会

は 2023年 7月 1日（土）に和歌山県立医科大学

薬学部（伏虎キャンパス）にて対面開催で実施す

ること，また開催要項をもとにテーマ，プログラ

ム，演題申込み等について説明がなされた。事前

参加申込み方法についてはWebによる申込みフ

ォームで実施することで承認された。 

  

また，当日の参加費の支払いおよび講演集の配

布，昼食や懇親会等の記載について確認がなさ

れ，加筆・修正がなされた。 

2．学会通信 164号について 

後和幹事長より，資料をもとに 164 号の概要

について説明がなされた。その他，幹事より記載

ミスの指摘があり，加筆・修正がなされた。 

3．研修セミナーについて 

笠次常任幹事より，資料をもとに説明され，研

修セミナーのテーマとして「避難所立ち上げ介

入時に，学校教員に押さえて欲しい発災後対応

のポイント－学校における避難所立ち上げにお

ける介入」が承認された。また，受講対象は学会

会員のみとした。 

4． その他 

後和幹事長より，学会ホームページの管理の

現状について報告がなされた。また，大平常任幹

事から学会会員の 2022 年度の会費納入状況に

ついて報告があり，幹事より，今後の会員獲得に

向けて，広報の仕方についての提案があったが，

学会員獲得のための学会広報の在り方について

は継続審議となった。 

編集後記 

2020年 1月に国内で初めてCOVID-19の感染者が確認されてから 3年以上が経過しました。この

間，ウィルスは変異しながら増殖や感染を繰り返し，感染拡大の波を引き起こしました。第 8波以降，

新規の感染者数は減少傾向を示しており，私が所属する大学でも学生たちの笑顔や元気な声が戻りつ

つあります。コロナが収束し，以前のような活気に満ちたキャンパスになることを願うばかりです。 

さて，今年度の学会は，和歌山県立医科大学の伏虎キャンパスで開催されます。和歌山城の北側に

位置し，JRと南海本線からもアクセスしやすい場所にあります。4年ぶりに対面開催で，臨場感あふ

れる活発な質疑や，参加者同士の深い交流が期待されます。養護教諭の先生方にとっては，保健活動

の実践に役立つ情報を得るよい機会になると思います。皆様のご参加を心よりお待ちしております。                     

（常任幹事 宮井信行） 


